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　昨年７月28日に萩市東部地域を襲った集中豪雨災害から、まもなく１年となります。当日、須佐では観測
史上最大の１時間の最大降水量が138.5㎜、また午前９時20分からの３時間雨量が301.5㎜を観測し、気象
庁から「これまでに経験したことのないような大雨」と発表されるなど記録的な豪雨となりました。
　この豪雨災害により、須佐・田万川・むつみ地域では、甚大な被害があり、現在でも仮設住宅で生活を送ら
れている方もおられます。被災の翌日からは、のべ１万人を超えるボランティアの皆さんによる無償の奉仕活
動をいただいたことは、復旧への大きな力となりました。
　被災地では今も当時の爪痕が残る箇所もありますが、被害のあった道路や河川、農地・農業用施設、公共施
設等も本格的な復旧に取り組んでおり、復興に向けて着実に歩みを進めています。
　今回の豪雨災害での教訓を今後の防災体制の整備に生かし、災害に強い、市民が安全・安心に暮らせるまち
づくりに取り組んで行きます。

　

合
併
後
新
市
の
最
大
の
試
練
と
な
っ

た
集
中
豪
雨
被
災
か
ら
間
も
な
く
１
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
ず
か

３
時
間
と
い
う
短
い
間
に
３
０
０
㎜
を

超
え
る
豪
雨
、
し
か
も
局
地
的
、
突
発

的
な
集
中
豪
雨
。
２
人
の
方
の
命
を
奪

い
、
１
人
は
今
な
お
行
方
不
明
、
家
屋

の
被
害
は
１
１
０
０
棟
を
超
え
る
。
改

め
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
。
被
災
地
の
方
々
と
と
も
に

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
に
努
め
る
こ
と

に
決
意
を
新
た
に
す
る
。

　

被
災
後
、
他
の
自
治
体
か
ら
の
応
援

を
受
け
な
が
ら
市
職
員
一
丸
と
な
っ
て
被

災
し
た
上
下
水
道
施
設
、
小
中
学
校
等

の
公
共
施
設
の
復
旧
を
行
う
と
と
も
に

災
害
復
興
局
を
設
け
、
道
路
・
河
川
等

の
公
共
土
木
施
設
や
農
地
・
農
業
用
施

設
等
の
本
格
的
復
旧
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
。
被
害
甚
大
で
移
転
再
建
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
須
佐
保
育
園
は
来
春

の
開
園
に
向
け
、ま
た
小
川
支
所・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
は
合
築
し
た
複
合
施

設
と
し
て
１
年
後
の
竣
工
を
目
指
し
建

設
準
備
を
進
め
て
い
る
。
国
・
県
の
復

旧
事
業
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

県
管
理
河
川
の
須
佐
川
・
田
万
川
は
抜

本
的
改
修
と
な
り
完
成
ま
で
に
は
未
だ

相
当
の
期
間
を
要
す
る
と
聞
く
。
不
通

と
な
り
バ
ス
で
の
代
行
運
行
が
続
い
て

い
た
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
も
須
佐
川
の
鉄
橋
の

架
け
替
え
等
も
完
了
し
つ
つ
あ
り
、
来

月
に
は
開
通
と
発
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

　

振
り
返
る
と
苦
難
の
１
年
だ
っ
た

が
、
あ
の
酷
暑
の
中
、
被
災
家
屋
か
ら

の
泥
出
し
、
災
害
に
伴
う
が
れ
き
の
処

理
に
被
災
地
の
方
々
と
と
も
に
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
汗
と
泥
に
塗ま
み

れ
な
が
ら
黙
々
と
従
事
さ
れ
て
い
る
姿

は
今
も
っ
て
忘
れ
難
い
。

　

７
月
28
日
、
こ
の
日
は
萩
市
民
防
災

の
日
と
な
っ
た
。
こ
の
日
は
須
佐
の
花

火
大
会
の
日
で
も
あ
る
。
昨
年
は
中
止

と
な
っ
た
が
、
本
年
は
復
興
の
願
い
も

込
め
て
多
く
の
方
々
の
協
賛
の
も
と
、

須
佐
湾
の
夜
空
を
尺
玉
の
大
輪
の
花
が

開
く
こ
と
だ
ろ
う
。萩

市
長　

野
村
興
兒

小川支所から見た旧小川中学校
周辺。原中川と田万川に囲まれ
た一帯は冠水した（午後１時頃）

上田万八幡地区の椿橋付近。田
万川から溢れた水で県道津和野
田万川線も冠水（午後３時頃）

須佐トンネルの西側の国道191号と
交差する長

ながたに

谷川が溢れてトンネル
へ流れ込んだ（午後５時頃）

弥富地区を流れる田万川も氾濫。橋を超え
て流れた濁流により欄干も壊れた（正午頃）
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▼
人
的
被
害

•

死
者
２
人
、
行
方
不
明
者
１
人
、
負
傷

者
５
人　

　

７
月
28
日
は
、「
萩
市
民
防
災
の
日
」

で
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
７
月
28
日
の
萩
市
東

部
集
中
豪
雨
で
、
未
曾
有
の
被
害
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
災
害
の
経
験
と

教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に

継
承
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
然
災

害
に
つ
い
て
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
今
年
３
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
須
佐
・
田
万
川
地
域
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
昭
和
58
年
山

陰
豪
雨
」
が
起
き
た
７
月
23
日
か
ら
29

日
ま
で
の
1
週
間
を
「
萩
市
民
防
災
週

間
」
と
し
て
、
萩
市
全
体
で
防
災
意
識

の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
被
災
地
だ
っ
た
田
万
川
地

域
で
、
下
関
地
方
気
象
台
長
の
講
演
や

活
動
事
例
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

７
月
28
日
（
月
）
午
後
１
時

～
３
時

■
と
こ
ろ　

田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
江
崎
）

■
内
容

▽
７
・
28
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
ス
ラ
イ

ド
・
解
説

▽
開
会
行
事

▽
講
演
会
（
下
関
地
方
気
象
台
長
、
午

後
１
時
35
分
～
２
時
15
分
）

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
例
発
表
（
萩

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
午
後
２
時
20
分

～
３
時
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

４
５
２
１
世
帯
９
８
３
４
人
（
須
佐
・
田

万
川
・
む
つ
み
地
域
、
大
井
）

•

避
難
人
数
（
最
大
時
）　

約
５
０
０
人

▼
農
林
漁・商
工
業
被
害

•

農
作
物
被
害　

約
３
億
１
０
０
０
万
円

•

農
地
・
農
業
用
施
設　

約
39
億
６
８
０

０
万
円

•

畜
産
被
害　

約
１
０
０
０
万
円

•

林
道
被
害　

約
１
億
６
５
０
０
万
円

（
１
０
５
カ
所
）

•

治
山
被
害　

約
12
億
円
（
１
０
０
カ
所
）

•

水
産
業
被
害
（
市
管
理
）
約
９
０
０
０

万
円

•

商
工
業
被
害
（
民
間
）　

70
社
以
上
、

約
11
億
円

▼
市
土
木
施
設
被
害（
道
路
１
７
２
カ
所
、

河
川
１
０
６
カ
所
、
橋
梁
４
カ
所
）
約

50
億
円

区　分 須佐 田万川むつみ 合 計

全壊 10 9 1 20
大規模
半壊 30 27 0 57

半壊 224 143 13 380

床下浸水 169 130 47 346

合　計 433 309 61 803

▶住宅被害（住家のみ）　　（単位：世帯）

（平成26年３月31日現在、義援金配分対象と
なった世帯。複数世帯同居は１世帯とみなす）

◎
社
会
教
育
施
設

須
佐
公
民
館
、
須
佐
図
書
館
、
須
佐
歴
史

民
俗
資
料
館
（
床
上
浸
水
等
の
被
害
）

◎
文
教
施
設

小
川
小
学
校
、
育
英
小
学
校
（
校
舎
、
屋

内
運
動
場
床
上
浸
水
等
の
被
害
）、
多
磨

小
学
校
、
田
万
川
中
学
校
（
法
面
崩
落
被

害
）、
須
佐
田
万
川
学
校
給
食
共
同
調
理

場
（
床
上
浸
水
、
配
送
車
２
台
破
損
等
）

◎
文
化
財
施
設

市
指
定
有
形
文
化
財
「
益
田
館
」
水
没
、

県
指
定
史
跡
「
須
佐
唐
津
古
窯
跡
群
」
一

部
崩
壊

▼
保
健
福
祉
施
設
（
民
間
分
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
北
苑
（
床
上
浸

水
、
土
砂
流
入
ほ
か
。
利
用
者
52
人
、
職

員
５
人
を
ヘ
リ
で
搬
送
）、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
す
さ
苑
、Ｅ
Ｇ
Ｆ
小
川
事
業
所
、

Ｅ
Ｇ
Ｆ
江
崎
事
業
所
（
床
上
浸
水
ほ
か
）

等

▼
市
水
道
施
設
被
害　

約
１
億
９
０
０
万
円

▼
市
下
水
道
施
設
・
集
落
排
水
処
理
施
設

等
被
害　

約
５
億
４
０
０
０
万
円

▼
市
公
共
施
設
等
被
害　

39
施
設
（
小
川

支
所
、
市
営
住
宅
等
）
約
９
億
４
０
０
０

万
円

◎
保
健
福
祉
施
設

田
万
川
保
育
園
小
川
分
園
、須
佐
保
育
園

（
移
転
新
築
）、小
川
児
童
ク
ラ
ブ
（
小
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
、８
月
19

日
か
ら
小
川
小
学
校
で
仮
設
再
開
）、育
英

児
童
ク
ラ
ブ
（
育
英
小
学
校
内
、８
月
19

日
か
ら
再
開
）、須
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
（
現

在
は
復
旧
）等

▼
避
難
状
況

•

避
難
勧
告
（
最
大
時
）

大雨が止んだ後もむつみ保育園横の蔵
ぞ う め き

目喜
川（吉部上）は濁流が流れている（正午頃）
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月　日 内　　容

7月28日 萩市災害対策本部設置
災害救助法、被災者生活再建支援法の適用

29日 本庁に総合相談窓口開設

〃 電気の復旧（午後７時 53 分）

〃 災害ごみを須佐グラウンドに搬入開始

30日 萩市災害ボランティアセンター設置
（市、萩市社会福祉協議会ほか）

8月5日 萩市集中豪雨災害救援義援金募集委員会設立、
６日から義援金受付開始

6日 小川小学校・須佐総合事務所に総合相談窓口
設置（〜８月 16 日）

7日 田万川総合事務所に総合相談窓口設置
（〜８月 16 日）

〃 水道の復旧（午後７時）最大 1500 世帯 3000 人
が断水

9日 電話の復旧（午後１時）

〃 下水道の復旧（午後１時 50 分）

12日 須佐保育園 送迎バスによる田万川保育園本園で
合同保育開始

15日 小川小学校に小川支所仮事務所開設
激甚災害特別財政援助法の指定

19日 田万川保育園小川分園 送迎バスによる田万川保
育園本園で合同保育開始（１月に復旧・再開）

20日 高岩橋（小川地区）の復旧

27日 中島剛氏 復興祈念ピアノコンサートを開催
（須佐文化センター、約 150 人参加）

9月1日 萩市生活応援センターの設置（萩市社会福祉協議
会）　※９月 17 日災害復興局内へ移設

17日 須佐総合事務所内に災害復興局を設置
被災者総合相談窓口の設置

22日 仮設住宅入居開始（３カ所、32 世帯 77 人）

27日 萩市集中豪雨災害救援義援金 1 次配分開始
（12 月 2 次配分、平成 26 年５月最終配分）

10月6日 がんばろう須佐 田万川 復興支援祭を開催
（道の駅ゆとりパークたまがわ）

11月4日 第１回五縁まつりを開催（小川小学校）

9日 JR 山陰線（須佐駅〜益田駅）開通
※奈古駅〜須佐駅は代行輸送（８月中に再開予定）

12月8日
田万川・復興のつどいを開催

（田万川コミュニティセンター）
復興祈念スローガンを発表

20日 国の災害査定が終了（公共土木施設災害査定）
※ 12 月 13 日には農地・農業用施設災害査定が終了

1月31日 田万川地域 市営住宅復旧（大沢 10 戸、八
や は た

幡２戸、
三
み あ け

明４戸、おそ吹
ふ き は ら

原 12 戸）

2月28日 須佐地域 市営住宅復旧（中
な か づ

津第１団地 16 戸、
山
やまねちょうひがし

根丁東 20 戸、浦
うらひがし

東 12 戸）

4月19日 復興応援フラメンコライブを開催
（田万川コミュニティセンター）

6月22日 田万川・むつみ・須佐地域避難訓練、
萩市災害対策本部図上訓練を実施（６ページ参照）

■復旧・復興の記録

災害ごみ仮置場として利用した須佐グラウンド。現在
は８月中の復旧に向け整備中（昨年の状況）

復旧・復興、被災者生活再
建支援を一元的に推進する
ため、災害復興局を新設

「五縁まつり」で、ボラン
ティアへの感謝の気持ちと
地域が頑張っている様子を
発信。活動の様子の上映会
では涙された方も

仮設住宅は、須佐地域（旧県立奈古高校須佐分校）
11戸、江崎地区（田万川コミュニティセンター）17戸、
小川地区（下小川ふれあいセンター）12 戸整備。現
在でも、13 世帯 28 人の方が入居（平成 26 年５月末）

旧奈古高校須佐分校

被災地の小中学生から「復
興祈念スローガン」を募
集。一日も早い復興を目指
して、「復興は みんなの笑
顔が エネルギー」の気持
ちで取り組みます
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小川支所・小川コミュニティセンター（イメージ図）
※県道益田阿武線と県道弥富小川線が合流する場所

（三明地区横畠）に建設

　

国
の
補
助
を
受
け
て
行
う
、
公
共
土
木

施
設
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

工
事
は
、
７
月
中
に
は
大
半
の
発
注
が
終

わ
る
予
定
で
す
。

　

小
規
模
な
復
旧
工
事
は
、
今
後
順
次
発

注
を
行
い
ま
す
が
、
国
や
県
と
の
調
整
が

必
要
な
も
の
を
除
き
、
工
事
が
順
調
に
進

め
ば
、
来
年
の
春
ま
で
に
は
復
旧
工
事
は

お
お
む
ね
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　

小
川
地
区
や
須
佐
地
区
で
は
多
く
の
公

共
施
設
で
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

復
旧
が
困
難
な
萩
市
小
川
支
所
や
小
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
田
万
川
第
２

分
団
消
防
器
庫
等
に
つ
い
て
は
、
小
川
地

区
内
の
安
全
な
場
所
に
移
転
し
て
一
体
化

し
た
複
合
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
鉄

区　分 全体件数 契約済数 契約率 
公共土木施設 270 件 267 件 98.9％

農地・農業用施設 475 件 454 件 95.6％
林業施設 18 件 18 件 100.0％
治山事業 28 件 24 件 85.7％

■土木・農地等災害復旧工事の進捗状況（補助事業）

（平成26年７月11日見込み）

区　分 全体件数 契約済数 契約率 
水産業施設 3 件 3 件 100.0％
市営住宅 9 件 9 件 100.0％

小学校施設 23 件 23 件 100.0％
簡易水道施設 10 件 8 件 80.0％

公共下水道施設 11 件 11 件 100.0％
農業集落排水施設 9 件 9 件 100.0％

■主な災害復旧工事の進捗状況（補助事業）

（平成26年５月１日現在）

骨
造
２
階
建
、
瓦
葺
き
に
外
壁
は
杉
板
張

り
で
、
内
部
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
も
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

現
在
、
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

10
月
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
、
平
成
27
年

７
月
28
日
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
、
須
佐
川
の
氾
濫
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
た
須
佐
保
育
園
も
、
高
台

の
旧
奈
古
高
校
須
佐
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

の
移
転
を
決
定
し
、
来
春
行
わ
れ
る
平
成

26
年
度
卒
園
式
を
、
新
保
育
園
舎
で
開
催

で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
木

造
平
屋
建
、
約
４
９
２
㎡
の
保
育
園
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
小
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

須
佐
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
災
害
ご
み
の
仮
置
場
と
な
っ
て

い
た
須
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
２
月
末
に
搬

入
を
閉
鎖
し
、
復
旧
の
た
め
の
整
地
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
８
月
中
旬
か
ら
利
用
で

き
る
予
定
で
す
。

　

須
佐
地
域
内
の
国
道
１
９
１
号
の
復

旧
、
改
修
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
片
側
交

互
通
行
と
な
っ
て
い
る
国
道
１
９
１
号
の

須
佐
ト
ン
ネ
ル
北
側
登
坂
車
線
の
復
旧
、

中
津
橋
の
架
け
替
え
に
伴
う
迂
回
路
の
整

備
、
長
な
が
た
に谷

川
の
函
か
ん
き
ょ渠

改
修
工
事
（
須
佐
ト

ン
ネ
ル
西
側
付
近
）
を
行
う
予
定
で
す
。

　

須
佐
ト
ン
ネ
ル
北
側
登
坂
車
線
の
復
旧

に
つ
い
て
は
、
今
年
の
盆
前
ま
で
に
は
復

旧
す
る
見
通
し
で
す
。
盆
明
け
か
ら
本
格

的
に
長
谷
川
の
函
渠
改
修
工
事
（
片
側
交

互
通
行
で
10
月
中
旬
頃
に
解
除
予
定
）
に

着
手
し
、
11
月
末
頃
に
工
事
が
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
中
津
橋
付
近
で
は
一
部
歩
道
が

な
く
危
険
な
状
況
の
た
め
、
対
策
と
し
て

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
を
行
う
こ
と
に
併

せ
て
、
須
佐
川
の
河
川
改
修
に
伴
う
中
津

橋
の
架
け
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
測
量
に
入
り
、
事
業
環
境
が
整
い

次
第
、
平
成
27
年
度
以
降
に
工
事
着
手
す

る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
で
発
生
し
た
よ
う
な

浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
河
床
掘
削

や
橋
梁
の
架
け
替
え
、
護
岸
整
備
等
を
行

う
こ
と
で
、
洪
水
の
流
水
能
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
山
口
県
が
国
土
交

通
省
や
市
と
連
携
し
て
、
須
佐
川
と
田
万

川
の
河
川
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

◎
須
佐
川
（
全
延
長
＝
3.6
㎞
）

　

須
佐
川
下
流
で
は
「
広
域
河
川
改
修
事

業
」
を
、
須
佐
川
上
流
と
唐
津
川
で
は
、

新
た
な
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
復
旧
工

事
に
併
せ
て
未
被
害
箇
所
の
改
良
を
行
う

「
河
川
災
害
関
連
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
事
業
期
間　

平
成
25
～
32
年
度（
予
定
）

◎
田
万
川
（
全
延
長
＝
16
・
４
㎞
）

　

下
流
か
ら
上
流
に
向
け
、「
河
川
災
害

復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
」「
広
域
河
川
改

修
事
業
」「
河
川
災
害
関
連
事
業
」「
原
中

川
・
大
江
後
川
河
川
災
害
関
連
事
業
」
に

よ
り
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

▽
事
業
期
間　

平
成
25
～
29
年
度（
予
定
）

須佐保育園（イメージ図）

公
共
施
設
等
の
復
旧
工
事
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６
月
22
日
に
、
萩
市
民
防
災
の
日
の
関

連
行
事
と
し
て
、
災
害
の
発
生
が
予
測
さ

れ
る
状
況
で
迅
速
・
安
全
に
避
難
行
動
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
被
災
し
た

須
佐
・
田
万
川
・
む
つ
み
地
域
の
住
民
を

対
象
と
し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
３
地
域
の
住
民
や
消
防
団

員
な
ど
約
４
２
１
人
が
参
加
。
豪
雨
に
よ

る
河
川
の
氾
濫
と
い
う
想
定
の
も
と
、
防

災
無
線
に
よ
る
避
難
勧
告
の
伝
達
や
消
防

団
員
に
よ
る
誘
導
、
避
難
所
の
開
設
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
災
害
へ
の
対
応
力

の
確
認
・
向
上
や
、
情
報
共
有
等
を
目
的

と
し
た
図
上
訓
練
を
市
役
所
で
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
市
の
災
害
対
策
本
部
員
や

警
察
署
員
な
ど
１
１
４
人
が
参
加
、指
揮
・

対
策
担
当
や
情
報
整
理
担
当
等
の
役
割
に

よ
り
実
践
的
に
訓
練
、
情
報
収
集
手
順
や

図上訓練避難訓練（むつみコミュニティセンター）

避難訓練（小川小学校）

避難訓練（須佐公民館）

　

過
疎
化
や
超
高
齢
化
に
よ
り
多
く
の

課
題
を
抱
え
る
中
、
地
域
が
一
体
と
な

り
、
住
民
自
ら
が
地
域
課
題
に
応
じ
た

　

災
害
復
旧
の
本
格
工
事
が
始
ま
り
、
市

内
の
道
路
で
は
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の

通
行
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
に
つ
い

て
は
、
山
口
県
萩
土
木
建
築
事
務
所
と
萩

市
災
害
復
興
局
が
連
携
し
、
工
事
関
係
者

に
交
通
マ
ナ
ー
や
、
地
域
住
民
に
十
分
配

慮
し
た
安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
指
導

避
難
勧
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
を
も
と
に
、
万
が
一
災
害
が

起
こ
っ
た
時
は
、
よ
り
的
確
に
避
難
や
情

報
の
ス
ム
ー
ズ
な
伝
達
が
行
え
る
よ
う

に
、今
後
も
防
災
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔左から〕原宏子さん、水津光惠さん、
委嘱状を交付する和田副市長

取
り
組
み
を
展
開
で
き
る
よ
う
、ま
た
、

被
災
地
域
の
復
興
支
援
を
兼
ね
て
、 

田

万
川
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、「
地

域
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
設
置
し
、
嘱

託
職
員
と
し
て
、原
宏ひ
ろ
こ子
さ
ん
（
江
崎
）

と
水
津
光み
つ
え惠
さ
ん
（
中
小
川
）
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　

地
域
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
７
月
１

日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で
の
任
期
で
、 

田
万
川
総
合
事
務
所
を
拠
点
に
、
地
域

の
話
し
合
い
活
動
の
推
進
や
、
各
種
団

体
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
高

齢
者
の
生
活
支
援
や
地
域
づ
く
り
活
動

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
ト
ラ
ッ
ク
に
は
運
転
席
の
前
面

と
背
面
に
工
事
発
注
者
が
分
か
る
よ
う
色

で
区
別
し
た
プ
レ
ー
ト
等
を
表
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
発
注
者
別
の
プ
レ
ー
ト
色

萩
土
木
建
築
事
務
所
＝
黄
色
、
萩
市
（
土

木
発
注
工
事
）＝
青
色
、（
農
林
発
注
工
事
）

＝
赤
色

■
連
絡
先

▽
萩
土
木
建
築
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
０
４
３
）

▽
萩
市
災
害
復
興
局

◦
都
市
基
盤
復
興
事
業
部
＝
土
木
発
注
工

事
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
５
）

◦
産
業
再
生
事
業
部
＝
農
林
発
注
工
事

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
７
）

徹
底
し
て
い

ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

発注者プレートの例
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